
第 3規

四
月
六
、七
、
八
日
に
決
る

全
闘
の
ト
ッ
プ
切
り
暴
行

a
m

N
仲
間
自
由ト
ヘ
村
巾
官
そ

1
タ
ー
ド
l
i
誼
走
は

い
よ
い
よ
A
J
岡
白
}
ツ
プ
を
M
W
っ
て
玖
品
由
花
と
師
問

主
龍
い
同
け
か
ら
瑠
A
L
〈
川
修
す
る
と
と
と
な

り

描

一
回
目
開
催
聞
は
園
月
六
、
也
、
八
日
町
三
園

間

四
咽

aか
ら
火
噛
目
ま
で，

行
わ
れ
る
と
と
に
怯
定

』

νわ
ル
。ν
I
A
ば
持
H
pq前
4
-
l
ス
が
行
わ
れ
る。

時
州
主
川
崎
，
ん
1
怯
h
時
一
コ
ー
ス
は
三
跡
マ
1
タ
由

二
寸
分
総
f
o
陶
'
4
C
六

一
ih
訂
本
と
な
っ
て
い
る
。

踏
出

A
3
u
J
J
l
ポ
ー
ト

-
ス
タ
ー
ト
@
方
法
は
ヲ
-y

h
ハ
レ
ー
ス
町
ハ
イ
y

uプ

一
イ
ン
ダ
ス
タ
ー
ト
と
冊
す

レ
1
ン
同
レ

ス
v
t
ν
一
る
掴
叫
U
右
詑
E
A
ご

よだ政市村

大村モーターボート鍛走

ハ一

僻
障
制
b
t
納
入
す
る
"
は

口
lt
E
辛
か
ら
は
て
一
無
駄
む
あ
り
俗

μ
一千

お

も
削
判
に
山
除
U
誕
は
枇
一金
だ
と
云
」
血
怨
が
時
つ

合
限
附
制
度
自
中
柑
を
な
一
て
は
い
な
い
か
と
比
企
け

し
て
肘
る
か
と
一五
五
事
は
一
ら
れ
ま
す
が
秘
共
が
町
度

削
貰
に
現
わ
れ
て
削
る
の

一
々
品
川
に
山
l
上
げ
た
よ
う
に

で
&
り
ま
す
。

近
刊
一
刑
台
の
紅
前
世
川
氏
.

ま
た
鰐
帥
台
、
繭
科
惜
又
は
デ
そ
タ
ラ
シ
1
白
目

川
合
口
と
し
て
巴
も
け
山
砕
山
町
組
民
主
仰
し
て
考
え
る
時

は
避
け
献
院
紗
耐
を
やれ
休

と
し
て品
世
相
応
針
を
樹
て

て
川
り
・
加
め
て
似
脇
市

東
白
蓮
世
に
協
力
し
て
川

る
現
献
で
あ
り
ま
し
て
融
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三
分
耐
k
tH
い
阪
K
R
か

れ
た
数
字
桜
セ
ス
タ
ー

三
八
万
M
M
@
か
ら
耐
火
-
分

H
K
拙
げ
申
と
な
り

一
分

前
広
①
と
な
り
①
が
降
り

る
と
同
時
K
艇
を
眠
り
ス

タ
ー
ト
す
る

士
一
)
式
J1

秒
剖
み
由

一
分
時
計
で
剣

が
ス

タ
1
』
時
間

-
分
前

記
動
き
出
し
て
六
十
秒
。

間
C
ス

タ
ー

ラ
イ
ン
セ

泊
泌
す
る
と
と
に
な
り
.

こ
U
時
開
示
似
也
が
降
り

ス
タ
ー
ト
由
叫
が
輔
ら
れ

る
コ
ニ
玄

タ

1

1
ニ
升
耐

と
ス
タ
ー
ト
時
川
由
ニ
岡

山
刊
砲
が
叫
ら
さ
れ
る
。

入
場
軒
は

一
人
ニ
4
凶

プ

"
グ
ヲ
ム
一

枚
寸
出
.

投
ザ
識
は

一
位
百
凶
で
、

臨
耐
仕
川
五
回
副
知
は
以

僻
式
-
w
悦
昨
式
辿
臨
式

。
三
姉
で
辿
跡
式
は
六
辿

式
を
鼎
川
さ
れ
、
配
布
は

臨
胤川
拭
砂
時
組
討
1
一
両
白

七

h%ε
あ
る
(
事
年
採
v

【む
民
は
モ
ー
タ
ー
ボ

ト
競
走
羽
田
会
HM】

るり Jfで Lか -lhζ 占刊
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人
に
依
り
協
力
し
打
附
す

〕
M
と
し
て

い
A
つ
り
地
区

る
と
と
即
ち
刊
己
申
み
に
を
品
し
前
一一
問
。
塩
田
に

依
り
主
的
す
る
市中
は
不
可
山
動
す
べ
く
計
筆
中
C
あ

能
広
が
で
る
り
仕
即
ち

一り
ま
す
。
そ
の
紡
州
出
.
訓

入
山
qu
山
由
組
本
且
制
却
で

一お
な
M
域
紛
を
牧
め
川
動

あ
り
枇
h
n
構
成
由

m
t
p
一
し
て
行
く
庄
u
k
f
診
対

必
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
C
一
山
監
は
増
加
し
幼
児
よ
り

あ
り
ま
す
。

一定
人
民
王
る
ま
む
輯
A
と

拡
市
此
険
事
課
も
三
角
τ
t切

る
u
p
d
令
直
々
あ
る
弐
第

一

C
必
り
ま
し
て
、
出
川
し

7
1

た
地
問
は
楠
判
的
に
も
明

削
性
を
取
り
瓜
し
H
M
E

A
と
し
て
説
草
に
剛
ん
e

M
り
ま
す
。
ま
た
と
白
よ

う
な
hw
主
主
世
地
す
る
岱

に
は
完
全
な
る
持
柑
地
位

も
必
聾
に
な
っ
て
米
ま
す

が
‘
bゃ
い
川
川
仙
m-
U

思
わ
れ
ま
す
。

は
ト
へ
い
に
ヨ
刺
し
世
畠
を

起
し
品
誌
を
た
、
か
わ
し

て
打
き
た
か
っ
た
ん
だ
が

そ
札
が
州
事ホな
か
っ
た
白

だ
.
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た

由
だ
と
行
う
人
も
ゐ
り
ま

r。
献
に
そ
心
持
な
師
も

b
り
ま
し
た
が
を
白
と

と
e
H
づ
付
て
し
ま
わ
札

な
い
か
置
は
今
日
で
も
ま

必
自
分
自
頭
乞
定
分
依
っ

て
如
仰
に
し
た
ら
自
分
り

生
前
を
白
骨
目指川
市
を

目
分
白
山
町
村
を
H
H
み
よ

い
枇
舎
に
し
よ
う
か
と
軒

ね
し
て
い
る
人
が
全
部
だ

と
す
い
明
れ
な
い
と
乙
る

に
川
川
闘
が
&
る
と
旧
い
ま

す
。文
化
。
骨
り
商
い
す
〈

れ
た
萌
白
勘
さ
を
も
っ
山

叫
が
多
い
柱
、

自民い
叫作品

が
生
札
ぬ
い
政
市
出
村
わ

れ
る
E
&
り
ま
し
ょ
う
が

ζ

れ
に
反
す
る
叫
合
は
正

し
い
粧
品
d
b
生
じ
な
い
由

E
は
な
い
で
し
ょ
か
。
今

日
以
も
止
を
叫
す
る
と
と

は
.
市
民

一
人

-
人
が
正

し
〈
胸
ポ
b
z
刊
臨
し
山
乱
状

的
危
窟
比
を
堂
々
と
は
さ

柑
る
入
々
が
一
人
e
も
多

下

似
陣
取
主
的
完
全
な
る

謡
音
を
聞
す
瓜
に
は
完
全

な
る
闇
山
市
施
政
金
引
す
る

市
は
前
に

一
寸
蝿
札
た
姐

り
む
す
が
市
山
に
於
て
は

A

1

h

リ

民
間
人
は
輯
て
加
入
し
.

H
O
裁
を
迎
え
る
正
証
つ

え
加
入
行
U
強
制
と
し
て

一
た
山
で
耐
巡
り
段
附
佐
開

削
除
判
。
河
川
制
と
云
SWμ

一
み
本
件
品
剖
よ
り
健
均
川

は
山
ら
判
断
川
口休
刊
る
ポ
一
地
阻
に
到
し
h
A
剛
的
に
酔

と
勾
内
ー
す
る
O
C
め
り
ま

一時
班
を
嗣
成
し
摂
判
F

ピ
例

一す
。

一時
eh暗
躍
に
高
ま
れ
な
い

一曲

一

判
々
は
集
剛
世
AW
午
前

一人
民
到
し
て
み
山
町
此
相
波

れ
川
る
現
川
叫
も
な
き
に
し
一
を
錯
し
て
川
"
。
以
上
、
己

一を
釘
し
他
令
な
る
身
体
り

も
あ
ら
や
'
b
感
が
あ
り
自
一
由
診
を
以
て
他
人
目
不
幸

一仙拠
出付
K
つ
と
め
て
問
う
呼

己
は
柑
試
を
し
な
い
か
ら
士
ゼ
救
い
，
己
申
不
本
は
他
一
〈
湛
同
し
て
M
り
岨

〈
川
る

I

制
作
し
て
い
ま
e
-

小
.
中
川
申
位
。
倣
WHは

同
七
1
正
の
州柄本
川

t
に

泊
っ
て
改
革
さ
れ
、

MC
山

州
山
村
民
生
品
H
H
C
-
人

一
人
叫
文
化
.
島
似
#
が
高

ま
っ
て
行
け
ば
山
政
も
凶

情
K
U
H
わ
れ
て
行
〈
ζ

と

に
な
る
o
e
あ
り
ま
す
。

今
中
小
ヘ
村
山
に
於
て
も

一
刷
出
比
四
刷
AW
枇
汀
的

剖
官
②
る
人
」
山
肘
力
と

を
れ
に
到
す
る
.
人
々
由

協
力
に
よ
っ
て
.
あ
ち
ら

に
も
と
ち
ら
に
‘
遊
休
梅

品
目
岬
川
が
湘
備
さ
札
つ

つ
&
る
白
b
Z
H
凡
る
由
は
駄

AW
級
官
の
た
め
に
誠
に
よ

る
ζ
ば
し
い
脱
り
e
あ
り

ま
す
。
続
舗
と
い
う
と
と
は
訟

も
多
い
u
t
山
崎
h
化
市
と
し

て
も
柑
川
b
z
H
力
舵
出
し

っ
、
必
る
次
第
で
あ
り
ま

し
て
.
そ
れ
が
成
立
K
は

文
怖
省
へ

O
宮
崎
が
鯵
札

ば
由
少
e
は
あ
り
愛
し
て

も
岡
川
町

市
O
抑
制
金

を
父
付
し
て
精
米
田
辺
健

刊
，
出
し
〈
は
松
制
捕
だ

刊
に
前
て
、
も
句
っ
て

い

る
献
花
で
あ
る
こ
と
b
z
附

汗
放
し
ま
し
て
此
自
制
地

絞
り
積
HA
K
}
献
の
御
協

力
あ
ら
ん
と
と
生
刷
っ
て

お
き
会
す
。

(刷
AW
世
官H
昔
)

加
昨
ん
V

と
と
る

で
な
さ
れ
て
い
る
C
し
よ

う
か
、
そ
し
て
如
制
た
る

と
と
る
で
な
さ
る
べ
き
む

し
よ
う
か
。

と
、
v
h
公
民
館
誕
動
白

血
皇
位
が
あ
る
と
と
を
刑
制

は
拙
閉
し
た
い
の
で
あ
り

ま
す
。
大
村
市
に
は
、
す

一
舵
市
民
¢
~

向
J
O
た
め
に
川
動
を
な

し
て
い
ま
す
。

又
.
各
地
区
K
於
て
も

寸
三
の
公
民
館
が
そ
白
地

砥
民
の
副
AW
枇
町
的
制一
世

に
よ
っ
て
辿
敵
さ
れ
心地罰

さ
れ
て
い
ま
す
が
.
生
市

生
眺
め
た
時
に
は
ま
だ
ま

だ
た
〈
さ
ん
の
遊
休
梅
献

が

f
AW
輩
、
何
々
ク
ラ
プ

曲
名
の
も
と
に
噌
附
に
附

さ
れ
て
い
る
の
&
比
る
時

市
制
己
念
す
事
が
央
主

+
周
年

三一
"

J

ノ

f
冨
司

4
f
E
rx

ん
村
山
制
砲
で
H
i
刷
年
記
念
行
事
に
つ
い
て
は、

さ
き
に
本
誌
師
時
間
同
で
を

由
館
山
u
k
を
会
知
ら
せ
設
し
ま
し
た
が
、
則
明
記
附
旧
油
り
・
全
岡
で
始
め
て

行
わ
れ
る
市
符
そ

t
u
'
l
r
t

世
主
が
阿
川
六
.
七
.
八
回
三
日
州
民
辿
っ

て
開
削
さ
れ
る
と
と
に
決
定
し
た
り
で
.
と
れ
O
貨
雌
に
民
み
介
せ
，
市
制
1

同
年
記
止
行
事
由
織
広
を
一
夜
。
抑
〈
決
定
数
し
ま
し
た
ゆ
で
ゐ
知
ら
せ
致
し
ま

r。

一寸
仙

川

九

"

向

勝

高

校

一

ニ
サ
九
M
U一一時
一綜
告
グ
-一
フ
ク
ン
ド
↑

円
三

寸
円

一

一

三
川

三

t

日

九

'

大

村

公

凶

一

州

問

石

川
i

札
時
-
八

由

民

鮪

一
ニ
附
ゆ
み

帆

円

前

阿

九

時

保

健

所

一

l

Jj一

h
.
恥

一鋲
原
・

竹
船
、
凶
大
旦

川
十
一W
E
m
E
村
の
州
地
区
商
臨
時
同

制
川
さ
れ
ん
市
を
剛
叫
す

る
弐
第
で
る
り
ま
す
。

以
上山中
し
辿
ベ
て
叫
陣

取
主
の
柑
刊
は
大
休
明
解

さ
れ
た
と
と
と
川
か
い
ま
す

が
型
的
勤
し
ま
す
と
近
世

世
h
w
蛙
情
的
比
地
か
ら
由

必
要
性
K
必
い
て
山
梨
た

も
由
で
世
っ
て
相
互
扶
助

量
由
輔
岬
に
山
り
附
胞
凶

多
量
K
E
る
到
象
者
危
柑

挫
し
円
己
百
任
旧
制
止
K

什
描
い
て
向
己
申
ん
に
臨
じ

て
阻
障
を
岱
し
越
智
セ
時

L
て白
引
か
札
る
も
白

C
あ

り
ま
す
。
舵
植
に
え
村
山

x 

撲

大

日

山

時

察

会

グ
ラ
タ
ン

エ

一回

展

覧

削

1

E

一
岳

民

館

一

村

振

興

日

九

u

m

回

且

び

忠

霊

t一

LF
E

酬
助
グ
ラ
タ
ン
ド
島
田
安
つ
り

念

視

門

h-a公

民

主

《蹄l
詰
=

肘

m
p
u
凶
器
法
相
一
同

川

一
岳

民

館

-
J

E

Z

一

芸

会
一
山
内
M
4
ニ
円
札
時

岳

民

館

一

民

運

動

会

一
阿
川

?

三

H
A
吐
綜
A
H
F
P
ク
ン

ド
一

同
川

」1
-
一
H
J
tζ一両

公

民

館

一
花
氏
ニ
同

川
村

M
川

t
時
一

館

十
大
付
糾品刷
1
山
同
日

11 

公

民

× 

公

民

館



{二)昭和27年2月28日

す
が

jm白
訟
に
は
z

小
川町
一両
も
噌
加
心
傾
向
に
必
る
に
到
す
む
訂
人日化
が
非
前
一山
態
度
LTd諜
つ
き
が
鐙
一り
H
Wれ
や
勉
邸
に
身
いかへ

一梢
ぷ
バ
の
他
白
川
町
山
が
れ
と
却
処
川
県
ム
九
日
一
-一
捻
小
船

全
な
凱
型
と
し
て

i
八
4

イ
一
白
c
b
り
ま
す
u

一
氏
以
く
な
る
句
凶
む
あ
り
一
っ
て
〈
る
。
時
泊
。
酷
庄
一ら
な
〈
な
っ
て
米
ま
す
。

一
い
む
に
鼎
主
山内
紺
が
蒋
し
一位
串
H
P
A
W
A
4

日、

一ニ
械

広
柏
町
に
は
川
入

5
1一
足
広

一
日
山
野
口
敏
し
を

ま
ず
か
ら
正
ゃ
ん
人
目
枇
を
わ
ざ
と
挫
一
昨
日品
取
る
控
一同
町
山
村
や

m
t白
帥
り
が

一〈
悦
t
し
て
米
去
す

と

一小
鼎
院
地

γH-h引
川
句
剛
直

し
て

M
Lり
ま
す
。

一
い
と
と
は
性
的
犯
知
山
山
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